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資料２ 

基本的事項 基本的事項  

１ 本マニュアルの目的 

   本文（略） 

 

２ 本マニュアルの位置付け 

  本文（略） 

 

３ 本マニュアル活用の対象期間 

   本文（略） 

 

４ 本マニュアルの対象災害 

  本マニュアルは、原則として、災害対策本部内に保健医療福祉調整本部が設置※される

ような大規模な災害又は局所災害発生時を対象とします。 

※ 保健医療福祉調整本部が設置されるような災害とは、県内で震度６弱以上の地震を観測した場合や

特別警報が発表された場合を想定しています。 

 

５ 組織名の省略 

   本文（略） 

 

１ 本マニュアルの目的 

   本文（略） 

   

２ 本マニュアルの位置付け 

  本文（略） 

 

３ 本マニュアル活用の対象期間 

   本文（略） 

 

４ 本マニュアルの対象災害 

  本マニュアルは、原則として、県災害対策本部内に保健医療調整本部が設置※されるよ

うな大規模な災害又は局所災害発生時を対象とします。 

※ 保健医療調整本部が設置されるような災害とは、県内で震度６弱以上の地震を観測した場合や特別警

報が発表された場合を想定しています。 

 

５ 組織名の省略 

   本文（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

■「基本的事項」５

で自治体名の記載の

ない組織は県組織を

意味する旨を定義し

ているため「県●

●」の表記のあるも

のについては「県」

を削除 
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第１章 組織・体制 第１章 組織・体制  

※本章の内容は、大規模災害時医療救護マニュアル（令和５年４月改訂版）を加工した内容

であり、詳細は、当該マニュアルを参照願います。 

 

１ 災害対策本部及び保健医療福祉調整本部等の設置 

（１）災害対策本部の設置 

   災害対策本部は、県内で震度６弱以上の地震が観測されたとき、特別警報が発表さ

れたとき又は災害発生のおそれがあり知事が必要と認めたとき等に設置されます。ま

た、各広域行政圏（地方振興事務所又は地方振興事務所地域事務所の管轄区域）におい

ては、災害対策本部地方支部又は地域部が設置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図１ 県災害対策本部の概要（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

※本章の内容は、大規模災害時医療救護マニュアル（令和４年４月改訂版）を加工した内容

であり、詳細は、当該マニュアルを参照願います。 

 

１ 災害対策本部及び保健医療調整本部等について 

（１）災害対策本部の設置 

災害対策本部は、災害が発生し、又は発生のおそれがある場合で知事が必要と認めた

ときに設置されます。ただし、県内で震度６弱以上の地震が観測された時には、自動的

に設置されます。また、各広域行政圏（地方振興事務所又は地方振興事務所地域事務所

の管轄区域）においては、災害対策本部地方支部又は地域部が設置されます。 

    

図の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■文言統一のための

修正 
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（２）医療救護活動に関する調整組織の設置 

  本文（略） 

▼表１－１ 医療救護活動に関する調整組織（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

名  称 設置・出務場所 業務内容 

保健医療福祉調整本部 みやぎ広報室内（原則）  

（必要に応じて災害対策本

部内に連絡員を設置する。） 

保健医療活動全体の調整  

災害医療コーディネーター

  

保健医療福祉調整本部内 保健医療全般の調整 

 設置：原則地域保健医療福

祉調整本部（災害拠点病院

に出務することもあり） 

地域における保健医療全般

の調整 

宮城ＤＭＡＴ調整本部 保健医療福祉調整本部内 ＤＭＡＴの受入・配置調整

等 

日赤救護班活動調整本部 保健医療福祉調整本部内 日赤救護班の活動全般の調

整、受入・配置調整等 

宮城ＤＰＡＴ調整本部 保健医療福祉調整本部内 ＤＰＡＴの受入・配置調整

等 

災害薬事コーディネーター 保健医療福祉調整本部内 医薬品の供給及び薬剤師活

動に係る助言、調整等 

 原則地域保健医療福祉調整

本部等（災害拠点病院に出

務することもあり） 

地域における薬剤師活動に

係る助言、調整等 

ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部 航空搬送拠点（仙台空港・航

空自衛隊松島基地・陸上自

衛隊霞目駐屯地） 

地域医療搬送及び広域医療

搬送の調整 

地域保健医療福祉調整本部 被災地の保健所・支所 地域保健医療活動全体の調

整 

地域保健医療福祉連絡会議 被災地の保健所・支所 地域内の保健医療活動の情

報共有 

ＤＭＡＴ活動拠点本部 被災地の災害拠点病院等 地域でのＤＭＡＴ活動の調

整等 

日赤救護班活動拠点本部 被災地の災害拠点病院等 地域での日赤救護班活動の

調整等 

 

（２）医療救護活動に関する調整組織の設置 

  本文（略） 

▼表１－１ 医療救護活動に関する調整組織（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

名  称 設置・出務場所 業務内容 

保健医療調整本部 みやぎ広報室内（原則）  

（必要に応じて災害対策本

部内に連絡員を設置する。） 

保健医療活動全体の調整  

災害医療コーディネーター

  

保健医療調整本部内 保健医療全般の調整 

 設置：原則地域保健医療調

整本部（災害拠点病院に出

務することもあり） 

地域における保健医療全般

の調整 

宮城ＤＭＡＴ調整本部 保健医療調整本部内 ＤＭＡＴの受入・配置調整

等 

日赤救護班活動調整本部 保健医療調整本部内 日赤救護班の活動全般の調

整、受入・配置調整等 

宮城ＤＰＡＴ調整本部 保健医療調整本部内 ＤＰＡＴの受入・配置調整

等 

災害薬事コーディネーター 保健医療調整本部内 医薬品の供給及び薬剤師活

動に係る助言、調整等 

 原則地域保健医療調整本部

等（災害拠点病院に出務す

ることもあり） 

地域における薬剤師活動に

係る助言、調整等 

ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部 航空搬送拠点（仙台空港・航

空自衛隊松島基地・陸上自

衛隊霞目駐屯地） 

地域医療搬送及び広域医療

搬送の調整 

地域保健医療調整本部 被災地の保健所・支所 地域保健医療活動全体の調

整 

地域保健医療連絡会議 被災地の保健所・支所 地域内の保健医療活動の情

報共有 

ＤＭＡＴ活動拠点本部 被災地の災害拠点病院等 地域でのＤＭＡＴ活動の調

整等 

日赤救護班活動拠点本部 被災地の災害拠点病院等 地域での日赤救護班活動の

調整等 

 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知）  
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（３）保健医療福祉調整本部 

災害対策本部が設置された場合、災害対策本部の下に保健医療福祉活動の総合調整

を行う保健医療福祉調整本部を設置します。 保健医療福祉調整本部内には、県災害医

療コーディネーターを配置し、必要と認められる場合には県災害医療コーディネー

ターを補佐する宮城県災害時小児周産期リエゾンを配置します。また、宮城ＤＭＡＴ調

整本部、日赤救護班活動調整本部、医療救護班活動調整本部、宮城ＤＰＡＴ調整本部及

び県災害薬事コーディネーター等を配置して各保健医療活動チームの派遣調整等を行

います。  

なお、保健医療福祉調整本部事務局、宮城ＤＭＡＴ調整本部及び日赤救護班活動調整

本部の設置場所は原則として行政庁舎１階のみやぎ広報室（広報室に設置できない場

合は１０階１００１会議室）とし、情報窓口を設置でき次第、速やかに関係機関へ周知

します。 保健医療福祉調整本部は、本部長、副本部長及び本部員で構成する調整本部

会議を開催するものとし、調整本部会議には、必要に応じて災害医療コーディネーター

等、関係機関等の参加を求めるものとします。 本部の廃止については、保健医療福祉

活動チームの活動状況や被災地の医療施設等の復旧状況、被災自治体の意向等を踏ま

えて、総合的に判断します。 

 

▼表１－２ 保健医療福祉調整本部の組織概要（出典：大規模災害時医療救護活動マニュ

アル）（略） 

 

保健医療福祉調整本部は、以下の業務を行います。 

イ 保健医療福祉活動チーム等の派遣調整 

ロ 保健医療福祉活動に関する情報連携 

ハ 保健医療福祉活動に係る情報の整理及び分析 

二 地域保健医療調福祉整本部の支援及び調整 

ホ その他保健医療福祉活動に係る総合調整に関し必要な事項 

 

（４）地域保健医療福祉調整本部 

保健医療福祉調整本部が設置された場合、災害対策本部地方支部又は地域部の保健福 

祉班（班長：保健福祉事務所長）の下に、保健所長を本部長として、地域保健医療福祉 

調整本部を設置します。 

地域保健医療福祉調整本部には、ＤＭＡＴ活動拠点本部や宮城ＤＰＡＴ活動拠点本

部、県災害医療コーディネーター等と連携しながら地域内の保健医療活動の調整を行

（３）保健医療調整本部 

県は、保健医療活動の総合調整を行うため、宮城県災害対策本部が設置された場合で、保

健福祉部長が必要と認めるときに、災害対策本部の下に保健医療調整本部を設置します。 

保健医療調整本部内には、県災害医療コーディネーターを配置するとともに、県災害医療

コーディネーターに助言等を受けながらＤＭＡＴの受入と派遣調整等を行うＤＭＡＴ調整

本部やＤＰＡＴの受入と派遣調整等を行う宮城ＤＰＡＴ調整本部、医薬品等の供給・薬剤師

派遣の調整等を行う県災害薬事コーディネーター、特に小児・周産期医療に係る保健医療活

動の総合調整が必要と認められる場合には、県災害医療コーディネーターを補佐する宮城県

災害時小児周産期リエゾンを配置します。 

なお、保健医療調整本部事務局及び県ＤＭＡＴ調整本部の設置場所は原則として行政庁舎

１階 のみやぎ広報室（広報室に設置できない場合は１０階１００１会議室）とし、組織を構築

し情報窓口を設置でき次第、速やかに関係機関へ周知します。 

保健医療調整本部は、本部長、副本部長、本部員で構成する調整本部会議を開催するものとし、

調整本部会議には、必要に応じて災害医療コーディネーター等、関係機関等の参加を求めるも

のとします。 

本部の廃止については、保健医療活動チームの活動状況や被災地の医療施設等の復旧状

況、被災自治体の意向等を踏まえて、総合的に判断します。 

▼表１－２ 保健医療調整本部の組織概要（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

（略） 

 

保健医療調整本部は、以下の業務を行います。 

イ 保健医療活動チーム等の派遣調整 

ロ 保健医療活動に関する情報連携 

ハ 保健医療活動に係る情報の整理及び分析 

二 地域保健医療調整本部の支援及び調整 

ホ その他保健医療活動に係る総合調整に関し必要な事項 

 

（４）地域保健医療調整本部 

保健医療調整本部が設置されたときは、災害対策本部地方支部及び地域部の保健福祉 

班（班長：保健福祉事務所長）の下に、保健所長を本部長として、地域保健医療調整本 

部を設置します。 

地域保健医療調整本部には、ＤＭＡＴ活動拠点本部やＤＰＡＴ活動拠点本部、県災害 

医療コーディネーター等と連携しながら地域内の保健医療活動の調整を行う地域災害 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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う地域災害医療コーディネーター、県災害薬事コーディネーターと連携しながら地域

内の医薬品等供給、薬剤師派遣の調整等を行う地域災害薬事コーディネーター等を配

置し、また、管内の保健医療活動チーム同士の情報共有や派遣調整等を行う地域保健医

療福祉連絡会議を設置します。また、地域保健医療福祉調整本部は、管内の災害拠点病

院等に設置されるＤＭＡＴ活動拠点本部と連携して活動します。 

なお、地域保健医療福祉調整本部の設置場所は原則として保健所内としますが、災害 

対応の状況により、市町村に地域保健医療福祉調整本部又はその下に紐づく組織を設

置することについて市町村と協議する場合があります。 

地域保健医療福祉調整本部の管轄は次ページのとおりです。 

▼表１－３ 地域保健医療福祉調整本部の組織概要（出典：大規模災害時医療救護活動マニュア

ルを一部加工） 

（略） 

 

※地域保健法（昭和２２年法律第１０１号）第５条第１項に定める指定都市等（以下「保

健所設置市」）が設置した保健所にあっては、地域保健医療福祉調整本部と同等の機能を

有することとし、保健所設置市の責任においてその業務を行います。 

 

地域保健医療福祉調整本部は、市町村等と協力して次の業務を行います。 

イ 保健医療福祉活動チーム等の避難所等への派遣調整 

ロ 保健医療福祉活動に関する情報連携 

ハ 保健医療福祉活動に係る情報の整理及び分析並びに調整本部への報告 

二 その他保健医療福祉活動に係る総合調整に関し必要な事項 

 

（５）市町村 

市町村では、災害対策本部設置時に、保健医療活動を担当する部門を設け、次の業務

を行います。 

イ 避難所等事前に定める場所に医療救護所を設置し、被災者の迅速かつ的確な救護 

を行います。また、その実施状況を管轄の地域保健医療福祉調整本部※に報告します。 

ロ 管内の医療機関等の被災状況等を地域保健医療福祉調整本部に報告します。 

ハ 市町村の医療救護班だけでは対応できなくなった場合、あるいは対応できないと 

市町村長が判断した場合には、地域保健医療福祉調整本部に対し医療救護班等の派

遣を要請します。 

 

医療コーディネーター、県災害薬事コーディネーターと連携しながら地域内の医薬品 

等供給、薬剤師派遣の調整等を行う地域災害薬事コーディネーター等を配置するとと 

もに、管内の保健医療活動チーム同士の情報共有や派遣調整等を行う地域保健医療福祉

連絡会議を設置します。また、地域保健医療福祉調整本部は、管内の災害拠点病院等に

設置されるＤＭＡＴ活動拠点本部と連携して活動します。 

                                        

                                          

                                                                                  

   地域保健医療調整本部の管轄は次ページのとおりです。 

▼表１―３ 地域保健医療調整本部の組織概要（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアルを

一部加工） 

（略） 

 

※地域保健法（昭和２２年法律第１０１号）第５条第１項に定める指定都市等（以下「保

健所設置市」）が設置した保健所にあっては、地域保健医療調整本部と同等の機能を有す

ることとし、保健所設置市の責任においてその業務を行います。 

 

地域保健医療調整本部は、市町村等と協力して次の業務を行います。 

イ 保健医療活動チーム等の避難所等への派遣調整 

ロ 保健医療活動に関する情報連携 

ハ 保健医療活動に係る情報の整理及び分析並びに調整本部への報告 

二 その他保健医療活動に係る総合調整に関し必要な事項 

 

（５）市町村 

市町村では、災害対策本部設置時に、保健医療活動を担当する部門を設け、次の業務

を行います。 

イ 避難所等事前に定める場所に医療救護所を設置し、被災者の迅速かつ的確な救護 

を行います。また、その実施状況を管轄の地域保健医療調整本部※に報告します。 

ロ 管内の医療機関等の被災状況等を地域保健医療調整本部に報告します。 

ハ 市町村の医療救護班だけでは対応できなくなった場合、あるいは対応できないと 

市町村長が判断した場合には、地域保健医療調整本部に対し医療救護班等の派遣を 

要請します。 

 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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２ 災害医療コーディネーター、ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）及び医療救護班について 

（１）災害医療コーディネーターとは 

  災害医療コーディネーターとは、災害時に、県、保健所及び市町村が保健医療福祉活

動の総合調整等を適切かつ円滑に行えるよう、保健医療福祉調整本部や地域保健医療

福祉調整本部、市町村で保健医療福祉活動の調整等を行う部門において、被災地の保健

医療福祉ニーズの把握、保健医療福祉活動チームの派遣調整等に係る助言及び支援を

行うことを目的として、県により任命された者です。 

災害医療コーディネーターのうち、保健医療福祉調整本部に置かれる者を県災害医

療コーディネーター、地域保健医療福祉調整本部等に置かれる者を地域災害医療コー

ディネーターと称します。 

平時には、災害時の医療体制が適切に構築されるよう県などに対し必要な助言を行

い、災害発生時には、災害医療コーディネーターを補佐するスタッフと共に業務を行い

ます。また，中長期の被災地支援が必要となる場合は、災害医療コーディネーター間で

相互に支援し、交代要員を確保します。 

なお、小児・周産期医療に係る保健医療福祉活動の総合調整については、災害時小児

周産期リエゾンの助言を参考とするものとします。 

（２）ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）とは 

  本文（略） 

（３）医療救護班とは   

本文（略） 

 

３ 薬務課及び災害薬事コーディネーターについて（図－１） 

（１）薬務課及び災害薬事コーディネーター 

災害薬事コーディネーターとは、大規模災害時の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣

において、保健医療福祉調整本部で全体的な調整を担う者を県災害薬事コーディネー

ター、地域保健医療福祉調整本部で被災地域における調整を担う者を地域災害薬事

コーディネーターと称します。災害薬事コーディネーターは、平時においては、災害時

の医療体制が適切に構築されるよう、県などに対し、必要な助言を行います。 

薬務課は、保健医療福祉調整本部内で県災害薬事コーディネーターと連携して、医薬

品等の供給及び薬剤師の派遣調整を行います。また、薬務課には、必要に応じて宮城県

医薬品卸組合等の調整担当者を置き、情報共有を行うとともに、円滑な医薬品等の供給

のための調整を行います。 

 

２ 災害医療コーディネーター、ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）及び医療救護班について 

（１）災害医療コーディネーターとは 

災害医療コーディネーターとは、災害時に、県、保健所及び市町村が保健医療福祉活

動の総合調整等を適切かつ円滑に行えるよう、保健医療調整本部や地域保健医療調整本

部、市町村で保健医療活動の調整等を行う部門において、被災地の保健医療ニーズの把

握、保健医療活動チームの派遣調整等に係る助言及び支援を行うことを目的として、県

により任命された者です。 

災害医療コーディネーターのうち、保健医療調整本部に置かれる者を県災害医療コー

ディネーター、地域保健医療調整本部等に置かれる者を地域災害医療コーディネーター

と称します。 

災害医療コーディネーターは、平時においては、災害時の医療体制が適切に構築され

るよう、県などに対し必要な助言を行います。 

 

 

 

 

（２）ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）とは 

   本文（略） 

（３）医療救護班とは 

   本文（略） 

 

３ 薬務課及び災害薬事コーディネーターについて（図－１） 

（１）薬務課及び災害薬事コーディネーター 

災害薬事コーディネーターとは、大規模災害時の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣に

おいて、保健医療調整本部で全体的な調整を担う者を県災害薬事コーディネーター、地

域保健医療調整本部で被災地域における調整を担う者を地域災害薬事コーディネー

ターと称します。災害薬事コーディネーターは、平時においては、災害時の医療体制が

適切に構築されるよう、県などに対し、必要な助言を行います。 

薬務課は、保健医療調整本部内で県災害薬事コーディネーターと連携して、医薬品等

の供給及び薬剤師の派遣調整を行います。また、薬務課には、必要に応じて宮城県医薬

品卸組合等の調整担当者を置き、情報共有を行うとともに、円滑な医薬品等の供給のた

めの調整を行います。 

 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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（２）県災害薬事コーディネーター 

イ 初動 

（イ）県災害薬事コーディネーターは、保健医療福祉調整本部が設置されたときは、

本部長（保健福祉部長）の要請により直ちに参集するよう努めます。参集が困

難な場合は、使用可能な情報伝達手段を用いて薬務課又は他の県災害薬事コー

ディネーターと連絡を取り、活動の進め方等について打ち合わせます。 

（ロ）（略） 

ロ 支援策立案及び支援要請 

（イ）県災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉調整本部事務局及び災害

拠点病院等からの支援要請、地域災害薬事コーディネーター、（一社）宮城県薬

剤師会、（一社）宮城県病院薬剤師会及び宮城県医薬品卸組合等からの情報並び

に保健医療福祉調整本部が収集した県内及び全国の情報を基に、薬務課と医薬

品等の供給及び薬剤師活動に関する全県的な支援策について協議します。 

（ロ）薬務課は、県災害薬事コーディネーターとの協議により立案した支援策を、

地域保健医療福祉調整本部の事務局、地域災害薬事コーディネーター、（一社）

宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会に速やかに報告します。 

（ハ）（略） 

ハ 被災地域の状況の変化に応じた支援活動 

   （イ）～（ホ）（略） 

（３）地域災害薬事コーディネーター 

イ 初動 

（イ）地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉調整本部が設置されたと

きは、地域本部長（保健所長）の要請により、直ちに参集するよう努めます。参

集が困難な場合は、使用可能な情報伝達手段を用いて地域保健医療福祉調整本

部事務局及び所管区域内の地域災害薬事コーディネーターと連絡を取り、活動

の進め方等について打ち合わせます。 

（ロ）（略） 

ロ 支援策立案及び支援要請 

 （イ）地域災害薬事コーディネーターは、市町村災害対策本部等からの支援要請、県

災害薬事コーディネーター及び地区薬剤師会からの情報並びに地域保健医療福

祉調整本部が収集した所管区域内の情報を基に、地域保健医療福祉調整本部事

務局と医薬品等の供給及び薬剤師活動に関する支援策について協議します。地

域保健医療福祉調整本部管内の体制だけでは支援策を実施することが困難な場

２）県災害薬事コーディネーター 

イ 初動 

（イ）県災害薬事コーディネーターは、保健医療調整本部が設置されたときは、本部

長（保健福祉部長）の要請により直ちに参集するよう努めます。参集が困難な場

合は、使用可能な情報伝達手段を用いて薬務課又は他の県災害薬事コーディネー

ターと連絡を取り、活動の進め方等について打ち合わせます。 

（ロ）（略） 

ロ 支援策立案及び支援要請 

（イ）県災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部事務局及び災害拠点病

院等からの支援要請、地域災害薬事コーディネーター、（一社）宮城県薬剤師会、

（一社）宮城県病院薬剤師会及び宮城県医薬品卸組合等からの情報並びに保健

医療調整本部が収集した県内及び全国の情報を基に、薬務課と医薬品等の供給

及び薬剤師活動に関する全県的な支援策について協議します。 

（ロ）薬務課は、県災害薬事コーディネーターとの協議により立案した支援策を、地

域保健医療調整本部の事務局、地域災害薬事コーディネーター、（一社）宮城県

薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会に速やかに報告します。 

（ハ）（略） 

ハ 被災地域の状況の変化に応じた支援活動 

   （イ）～（ホ）（略） 

（３）地域災害薬事コーディネーター 

イ 初動 

（イ）地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部が設置されたときは、

地域本部長（保健所長）の要請により、直ちに参集するよう努めます。参集が困

難な場合は、使用可能な情報伝達手段を用いて地域保健医療調整本部事務局及び

所管区域内の地域災害薬事コーディネーターと連絡を取り、活動の進め方等につ

いて打ち合わせます。 

（ロ）（略） 

ロ 支援策立案及び支援要請 

 （イ）地域災害薬事コーディネーターは、市町村災害対策本部等からの支援要請、県

災害薬事コーディネーター及び地区薬剤師会からの情報並びに地域保健医療調

整本部が収集した所管区域内の情報を基に、地域保健医療調整本部事務局と医薬

品等の供給及び薬剤師活動に関する支援策について協議します。地域保健医療調

整本部管内の体制だけでは支援策を実施することが困難な場合は、地域保健医療

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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合は、地域保健医療福祉調整本部事務局から薬務課に支援を要請します。 

（ロ）地域保健医療福祉調整本部事務局は、地域災害薬事コーディネーターとの協議

により立案した支援策を、薬務課、県災害薬事コーディネーター及び地区薬剤師

会に速やかに報告します。 

ハ 被災地域の状況の変化に応じた支援活動 

（イ）（略） 

（ロ） 地域災害薬事コーディネーターは、二次医薬品集積所が設置される場合は、

地域保健医療福祉調整本部事務局による指示のもと、その管理・運営を統括

します。 

（ハ）～（ホ）（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整本部事務局から薬務課に支援を要請します。 

（ロ）地域保健医療調整本部事務局は、地域災害薬事コーディネーターとの協議によ

り立案した支援策を、薬務課、県災害薬事コーディネーター及び地区薬剤師会に

速やかに報告します。 

ハ 被災地域の状況の変化に応じた支援活動 

（イ）（略） 

（ロ） 地域災害薬事コーディネーターは、二次医薬品集積所が設置される場合は、

地域保健医療調整本部事務局による指示のもと、その管理・運営を統括します。 

 

（ハ）～（ホ）（略） 
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▲図１ 保健医療福祉調整本部並びに県災害薬事コーディネーター及び地域災害薬事コー

ディネーターの関係図（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図１ 保健医療調整本部並びに県災害薬事コーディネーター及び地域災害薬事コーディ

ネーターの関係図（出典：大規模災害時医療救護活動マニュアル） 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

本部長：知事
本部員：公営企業管理者・各部長・会計管理者・出納局長・企業局長・教育長・警察本部長・危機管理監

《本部員（各担当課室長）》

保健医療福祉活動に係る総合調整（派遣調整、情報連携、情報整理・分析、調整本部への連絡）

災害保健医療福祉活動調整連絡会議の開催

ＤＭＡＴ活動拠点本部

医療施設等 避難所・救護所

（DMAT，DPAT，日赤，JMAT等） 保健師チーム

保健医療部門
災害時公衆衛生活動

コーディネーター
連絡調整員

支援団体 市町村 他県 他関係機関

医療機関 医師会 歯科医師会 薬剤師会 看護協会

地域災害医療コーディネーター 地域災害薬事コーディネーター
県連絡調整員 《連絡会議関係機関等》

その他の派遣調整担当（感染症・母子保健・ＨＯＴ患者等） 関係団体

災害対策本部地方支部（地域部）
支部長：地方振興事務所長（地域事務所長）

支部（地域部）員：地方機関の長等

　　　　　　　　　　　　※保健福祉班長：保健福祉事務所長

宮城県地域保健医療福祉調整本部

地域本部長：保健所長
地域副本部長：副所長・支所長

DHEAT 事務局（保健所総務担当班）

リハビリテーション専門職調整担当 障害福祉課 県理学療法士会・県作業療法士会
・県言語聴覚士会

子どもの心のケア関連職調整担当 子ども・家庭支援課 関係機関

DWAT調整担当 社会福祉課 県社会福祉協議会

介護職員等調整担当 長寿社会政策課 県ケアマネジャー協会，県介護福祉士会
・県老人保健施設連絡協議会等

看護師派遣調整担当 医療人材対策室 県看護協会

歯科医師等派遣調整担当

健康推進課

県歯科医師会

管理栄養士派遣調整担当 県栄養士会

JDA-DAT派遣調整担当 日本栄養士会

災害薬事コーディネーター

DHEAT調整担当
保健福祉総務課

DHEAT調整窓口（厚労省）

保健師派遣調整担当 保健師調整窓口（厚労省）

DPAT調整本部担当 精神保健推進室 ＤＰＡＴ事務局（厚労省）

医薬品等供給調整担当
薬務課

県医薬品卸組合

薬剤師派遣調整担当 県薬剤師会・県病院薬剤師会

DMAT調整本部担当

医療政策課

DMAT事務局（厚労省）

医療救護班調整担当 県医師会・自衛隊・日赤県支部外

透析患者転院調整担当 透析ネットワーク

宮城県災害対策本部

　本部長：保健福祉部長
　副本部長：保健福祉部副部長

　事務局（保健福祉総務課・医療政策課） 　・災害医療コーディネーター
　　　　　専門医：周産期・精神・透析
　　　※災害医療コーディネーター業務等を
　　　　　サポートするチームの配置を含む

　・小児・周産期リエゾン

災害拠点病院

関係機関（派遣元等）

市町村

本 庁

被災地域

宮城県保健医療福祉調整本部

調整

○○市町村災害対策本部

総
合
調
整
（
派
遣
調
整
・
情
報
連
携
・
情
報
整
理
分
析
・
地
域
支
部
（
地
域
部
）
支
援
調
整
等
）

医
療
救
護
に
係
る
調
整

保
健
福
祉
活
動
に
係
る
調
整

県職員
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第２章 薬剤師による医療救護活動 第２章 薬剤師による医療救護活動  

１ 活動場所ごとの対応 

  （一社）宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会との協定等により、災害時

に被災地で医療救護活動にあたる薬剤師及び被災地域の薬局等における薬剤師の主な業

務は以下のとおりであり、おおよその活動時期は図２－１のとおりになります。 

 

図２－１（略） 

 

（１）医薬品集積所での医薬品等の管理 

イ 医薬品等の保管・管理 

本文（略） 

ロ 医薬品等の受払 

医薬品集積所は、以下のとおりに 薬務課等の指示を受け、支援物資（医薬品

等）の受入れ、仕分け、保管管理及び供給を行います。 

（イ） 保健医療福祉調整本部等の指示による供給 

（ロ）～（ホ）（略） 

ハ 支援医薬品等一覧リストの定期的な作成・報告 

（２）～（３）（略） 

（４）薬剤師チームによる医療救護活動 

薬剤師チームとは、避難所を中心として下記イから二のとおりに活動する薬剤師に

より構成されるチームであり、災害救助法が適用になった場合は、同法に基づく救護

班の一つとなります。これらチームの派遣先については、地域災害薬事コーディネ－

ターを含む地域保健医療福祉連絡会議内での議論の上で調整され、地域災害薬事コー

ディネ－ターが地域保健医療福祉調整本部に報告します。 

医療救護班又は保健師チームから薬剤師チームへ協力要請があった場合には、対応

可能な業務内容等を勘案の上、関係機関との緊密な連携を図り、医療救護活動への支

援を行います。チームは、医療救護活動の他にも、下記二のとおり公衆衛生活動に従

事します。                                                  

イ～ハ （略） 

 

１ 薬剤師による医療救護活動について 

                                      災害時

に被災地で医療救護活動にあたる薬剤師                 の主な業務

は以下のとおりになります。それぞれのおおよその活動時期は図２－１のとおりになります。 

 

図２－１（略） 

 

（１）医薬品集積所での医薬品等の管理 

  イ 医薬品等の保管・管理 

    本文（略） 

ロ 医薬品等の受払 

医薬品集積所は、以下のとおりに薬務課等の指示を受け、支援物資（医薬品等）の

受入れ、仕分け、保管管理及び供給を行います。 

（イ） 保健医療調整本部等の指示による供給 

（ロ）～（ホ）（略） 

ハ 支援医薬品等一覧リストの定期的な作成・報告 

（２）～（３）（略） 

（４）薬剤師チームによる医療救護活動 

薬剤師チームとは、避難所を中心として下記イから二のとおりに活動する薬剤師によ

り構成されるチームであり、災害救助法が適用になった場合は、同法に基づく救護班の

一つとなります。これらチームの派遣先については、地域災害薬事コーディネ－ターを

含む地域保健医療連絡会議内での議論の上で調整され、地域災害薬事コーディネ－ター

が地域保健医療調整本部に報告します。 

医療救護班又は保健師チームから薬剤師チームへ協力要請があった場合には、対応可

能な業務内容等を勘案の上、関係機関との緊密な連携を図り、医療救護活動への支援を

行います。チームは、医療救護活動の他にも、下記二のとおり公衆衛生活動に従事しま

す。（詳細は災害時公衆衛生活動ガイドラインを参照願います。） 

イ～ハ （略） 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

■内容精査による修

正 
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ニ 公衆衛生活動 

医療救護活動のほか、市町村が行う避難所の管理について連携し、トイレ及びごみ

保管場所の消毒、飲料水道の衛生管理並びに害虫駆除及び感染症予防等のための助

言・指導を行います。（詳細は「宮城県災害時公衆衛生活動ガイドライン」（令和５年

６月改定）を参照願います。） 

 

（５）薬局等における災害処方箋による調剤及び服薬指導 

   薬局等が医療救護所等において医師が発行した災害処方箋を応需した場合は、薬局

等において調剤及び服薬指導等を実施します。災害処方箋は、保険調剤の対象となら

ないことに留意してください。 

なお、災害処方箋による調剤及びお薬手帳の活用については、第７章（ｐ３２）を

参照するとともに、災害処方箋に係る費用請求のために想定される通知案（第１１章

（ｐ１０３～１０９））を参考に、災害処方箋等による調剤実績の取りまとめにもあ

らかじめ留意してください。 

（６）医療機関及び薬局等での保険調剤    

医療機関及び薬局等において保険調剤に従事する薬剤師が不足している場合、国か

ら発出される通知により、必要に応じ、医療機関及び薬局からの派遣要請（ｐ４１様

式４）に基づき、地域保健医療福祉調整本部が地域災害薬事コーディネーターと連携

しながら調整を行います。また、健康保険証がなくとも患者が医療機関及び薬局等を

利用できるよう、災害時の医薬品の交付等について、特別措置が講じられることがあ

る点に留意してください。 

被災地の薬局において想定される対応は以下のとおりです。 

イ 支援薬剤師の受け入れ調整 

過去の自然災害発生時には、国から、被災地の薬局に対する薬剤師応援業務に際し

ての変更届及び兼務許可の省略に関する通知が発出されました。（ｐ５４⑨）また、

薬局の営業時間を変更する場合若しくは薬事に関する実務に従事する薬剤師又は登録

販売者の数等を変更する場合においても、変更届を省略して差し支えない旨の通知も

発出されました。（ｐ５４⑩）支援薬剤師の受け入れ時には、県及び（一社）宮城県

薬剤師会等による通知をその都度確認してください。 

ロ 臨時薬局の開設 

過去の自然災害発生時には、国から、薬局等の建物が全半壊等し、これに代替する

ニ 公衆衛生活動 

医療救護活動のほか、市町村が行う避難所の管理について連携し、トイレ及びごみ保

管場所の消毒、飲料水道の衛生管理並びに害虫駆除及び感染症予防等のための助言・指

導を行います。                                 

              

 

（５）薬局等における災害処方箋による調剤及び服薬指導 

   薬局等が医療救護所等において医師が発行した災害処方箋を応需した場合は、薬局等

において調剤及び服薬指導等を実施します。災害処方箋は、保険調剤の対象とならない

ことに留意してください。 

                                          

                                          

                                          

        

（６）医療機関及び薬局等での保険調剤の応援 

医療機関及び薬局等において保険調剤に従事する薬剤師が不足している場合、国から

発出される通知により、必要に応じ、医療機関及び薬局からの派遣要請         

      に基づき、地域保健医療調整本部が地域災害薬事コーディネーターと連携

しながら調整を行います。                              

       

※過去の自然災害発生時には、国から、被災地における薬局に対する薬剤師応援業務に際

しての変更届及び兼務許可の省略に関する通知が発出されていることがあります。（ｐ５

２⑨）なお，薬局等の建物が全半壊等し、これに代替する仮設の建物等（以下「仮設薬局

等」という。）において調剤等を行う場合、当該仮設薬局等と全半壊等した保険薬局等と

しての継続性が認められる場合については、仮設薬局等において保険調剤として取り扱っ

て差し支えない旨の通知が発出されています。（ｐ４６②） 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

■内容精査による文

言追加 
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仮設の建物等（以下「仮設薬局等」という。）において調剤等を行う場合、当該仮設

薬局等と全半壊等した保険薬局等としての継続性が認められる場合については、仮設

薬局等において保険調剤として取り扱って差し支えない旨の通知が発出されました。

（ｐ４８②）具体的な対応に当たっては、国の通知をその都度確認してください。 

ハ 医薬品の取り扱い 

過去の自然災害発生時には、国から、交通の遮断又は近隣の医療機関の診療状況等

客観的にやむを得ない理由により、医師の診療を受けることができない場合、お薬手

帳又は薬袋等で処方内容が確認できれば、処方箋がない場合でも医薬品の受け渡しが

可能となる旨の通知が発出されました。（ｐ５１⑤）ただし、麻薬及び向精神薬の取

り扱いについては、医師への連絡等が必要となること等に留意してください。（ｐ５

９～６０⑯～⑱） 

   

 

 

▲ 図２－２ 被災地で活動する薬剤師の業務と災害薬事コーディネーターのイメージ 

 

２ 活動終了・引継ぎ 

本文（略） 

 

３ 災害救助法の適用対象業務     

  本文（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 図２－２ 被災地で活動する薬剤師の業務と災害薬事コーディネーターのイメージ 

 

２ 引き継ぎ撤退について 

本文（略） 

 

３ 災害救助法の適用対象業務について 

  本文（略） 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

■内容精査による文

言追加 

■「公用文における

漢字使用等につい

て」（平成２２年１１

月３０日付け内閣訓

令第１号）を参考と

したタイトル表記の

修正 
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第３章 情報収集と伝達 第３章 情報収集と伝達  

１ 緊急時連絡先の整備 

 本文（略） 

 

２ 被災状況・業務継続状況等の収集・伝達 

 本文（略） 

（１）医療機関（病院・診療所）（図３－１） 

※本項目の内容は、大規模災害時医療救護マニュアル（令和５年４月改訂版）を加工

した内容であり、詳細は、当該マニュアルを参照します。 

イ （略） 

  ロ 地域保健医療福祉調整本部及び仙台市健康福祉局は、県システムに未入力の医療

機関及び県システムに未参加の医療機関の被災・業務継続状況等について、市町村か

らの報告及び直接把握した情報に基づき、県システムに代行入力します。（県システ

ムの情報が「広域災害救急医療情報システム」（EMIS）に自動的に反映されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図３－１ 被災地内医療施設の被災情報の収集・伝達フロー（出典：大規模災害時医療

救護活動マニュアル         ） 

 

（２）薬局（図３－２） 

イ 薬局は被災・業務継続状況を地区薬剤師会に薬局被災・業務継続状況報告様式（様

式１－１）により報告します。 

 

１ 緊急時連絡先の整備 

 本文（略） 

 

２ 被災状況・業務継続状況等の収集・伝達 

 本文（略） 

（１）医療機関（病院・診療所）（図３－１） 

※本項目の内容は、大規模災害時医療救護マニュアル（令和４年４月改訂版）を加工

した内容であり、詳細は、当該マニュアルを参照します。 

イ （略） 

  ロ 地域保健医療調整本部及び仙台市健康福祉局は、県システムに未入力の医療機関及

び県システムに未参加の医療機関の被災・業務継続状況等について、市町村からの報

告及び直接把握した情報に基づき、県システムに代行入力します。（県システムの情

報が「広域災害救急医療情報システム」（EMIS）に自動的に反映されます。） 

 

▲図３－１ 被災地内医療施設の被災情報の収集・伝達フロー（出典：大規模災害時医療

救護活動マニュアル（※一部加工）） 

 

（２）薬局（図３－２） 

イ 薬局は被災・業務継続状況を地区薬剤師会に薬局被災・業務継続状況報告様式（様

式１－１）により報告します。 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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なお、地区薬剤師会非会員薬局については、地域保健医療福祉調整本部（設置さ

れていない場合は保健所・支所（本章についてのみ以下同様））が被災状況を調査し

ます。 

ロ 地区薬剤師会は、地区内の状況をとりまとめ、地域保健医療福祉調整本部（仙台

市内は薬務課）及び（一社）宮城県薬剤師会あて薬局被災・業務継続状況報告集計

表（地区薬剤師会等用）（様式１－２）により報告します。 

ハ 地域保健医療福祉調整本部は、管内の状況を取りまとめ、薬務課に様式１―２に

より報告します。（現状、様式１－２は大規模災害応急対策マニュアルに記載され

ている宮城県保健福祉部総務課から各保健所･支所宛に情報収集の指示がある際に

用いる報告様式に追記し、併せて報告を求めています。） 

二 （略） 

 

（３）医薬品等卸売販売業者（図３－２） 

イ～ニ （略） 

 

▲図３－２ 薬局及び医薬品等卸売販売業者の情報収集フロー 

 

３ ボランティア薬剤師 

本文（略） 

４ グループＬＩＮＥの運用 

本文（略） 

なお、地区薬剤師会非会員薬局については、地域保健医療調整本部（設置されてい

ない場合は保健所・支所（本章についてのみ以下同様））が被災状況を調査します。 

 

ロ 地区薬剤師会は、地区内の状況をとりまとめ、地域保健医療調整本部（仙台市内は

薬務課）及び（一社）宮城県薬剤師会あて薬局被災・業務継続状況報告集計表（地

区薬剤師会等用）（様式１－２）により報告します。 

ハ 地域保健医療調整本部は、管内の状況を取りまとめ、薬務課に様式１―２により報

告します。（現状、様式１－２は大規模災害応急対策マニュアルに記載されている宮

城県保健福祉部総務課から各保健所･支所宛に情報収集の指示がある際に用いる報

告様式に追記し、併せて報告を求めています。） 

二 （略） 

 

（３）医薬品等卸売販売業者（図３－２） 

イ～ニ （略） 

 

▲図３－２ 薬局及び医薬品等卸売販売業者の情報収集フロー 

 

３ ボランティア薬剤師 

 本文（略） 

４ グループＬＩＮＥの運用 

 本文（略） 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 
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第４章 医薬品等の供給 第４章 医薬品等の供給  

１ 事前の備え 

（１）県と宮城県医薬品卸組合 

県は、宮城県医薬品卸組合と「非常災害用医薬品確保に関する協定」を締結し、緊急

に必要とする医薬品及び医療資機材については、医薬品卸売業者が流通備蓄として確保

します。 

（２） （略） 

（３）保健所 

災害時に地域保健医療福祉調整本部の事務局となる県の保健所は、管内市町村と医

薬品等の供給体制及び供給の要請方法等について確認の上で共有します。 

（４） （略） 

（５）医療施設及び薬局 

   各施設においては、発災直後に医薬品等の流通が一時期停止する可能性を念頭に、 

発災後の概ね３日間に使用する量の医薬品等の備蓄に努めるとともに、災害発生時の

調達方法について、取引先の卸会社等とあらかじめ必要な協定等を締結する等、緊急時

の対策を講じることに努めます。 

 

２ 医薬品集積所の設置（図４－１） 

県は、薬務課の判断により、支援物資の医薬品等を集積するため、一次医薬品集積所

を設けます。必要に応じて、薬務課の判断により、地域保健医療福祉調整本部ごとに二

次医薬品集積所を設けます。（以下略） 

（１）一次医薬品集積所 

イ～ニ （略） 

（２）二次医薬品集積所 

イ 地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉調整本部による指示のもと、地

区薬剤師会等の協力を得て、二次医薬品集積所の管理・運営を統括します。 

ロ （略） 

ハ 地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉調整本部が収集した情報を

もとに、所管区域内で不足する医薬品等のリスト（品目・数量等）を作成し、一次

医薬品集積所に供給を要請します。 

ニ 地域災害薬事コーディネーターは、一次医薬品集積所から供給された医薬品等及

１ 事前の備え 

（１）県と宮城県医薬品卸組合 

   県は、宮城県医薬品卸組合と「非常災害用医薬品確保に関する協定」を締結し、緊急

に必要とする医薬品及び医療資機材については、医薬品卸売業者がランニングストック

として確保します。 

（２） （略） 

（３）保健所 

災害時に地域保健医療調整本部の事務局となる県の保健所は、管内市町村と医薬品等

の供給体制及び供給の要請方法等について確認の上で共有します。 

（４） （略） 

（５）医療施設 

各医療施設においては、災害発生時に入院患者等に必要な医薬品等について、可能な

限り備蓄に努めるとともに、災害発生時の調達方法について、取引先の卸会社等とあら

かじめ必要な協定等を締結する等、緊急時の対策を講じることに努めます。 

 

 

２ 医薬品集積書の設置（図４－１） 

県は、薬務課の判断により、支援物資の医薬品等を集積するため、一次医薬品集積所

を設けます。必要に応じて、薬務課の判断により、地域保健医療調整本部ごとに二次医

薬品集積所を設けます。（以下略） 

（１）一次医薬品集積所 

イ～ニ （略） 

（２）二次医薬品集積所 

イ 地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部による指示のもと、地

区薬剤師会等の協力を得て、二次医薬品集積所の管理・運営を統括します。 

ロ （略） 

ハ 地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部が収集した情報をもと

に、所管区域内で不足する医薬品等のリスト（品目・数量等）を作成し、一次医薬

品集積所に供給を要請します。 

ニ 地域災害薬事コーディネーターは、一次医薬品集積所から供給された医薬品等及

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 

■非常災害用医薬品

確保に関する協定に

基づく文言整理 

■内容精査による文

言修正 
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び医療救護施設等に 供給した医薬品等の品目・量等を、地域保健医療福祉調整本

部に定期的に報告します。 

（３）支援物資の医薬品等の受け入れ 

イ （略） 

ロ 薬務課は、必要性の判断に当たっては、地域保健医療福祉調整本部を通じて、市町

村のニーズを確認します。 

ハ～ホ （略） 

（４）医薬品集積所の閉鎖 

イ～ロ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－１ 医薬品集積所の概要 

 

３ 医薬品等の供給 

  原則、平時の供給体制が機能している場合は、医薬品等供給の要請者は、直接医薬品

等卸売販売業者に発注することを前提に、以下のとおり対応します。 

（１）医療救護施設等（図４－２） 

イ 市町村派遣医療救護班、医療救護所及び避難所は市町村災害災害対策本部に、ま

た、ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等、医療機関及び薬局に

ついては地域保健医療福祉調整本部に、医薬品等供給要請書（様式３）により供給

び医療救護施設等に 供給した医薬品等の品目・量等を、地域保健医療調整本部に定

期的に報告します。 

（３）支援物資の医薬品等の受け入れ 

イ （略） 

ロ 薬務課は、必要性の判断に当たっては、地域保健医療調整本部を通じて、市町村の

ニーズを確認します。 

ハ～ホ （略） 

（４）医薬品集積所の閉鎖 

イ～ロ（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－１ 医薬品集積所の概要 

 

３ 医薬品等の供給 

  原則、平時の供給体制が機能している場合は、医薬品等供給の要請者は、直接医薬品

等卸売販売業者に発注します。 

（１）医療救護施設等（図４－２） 

イ 市町村派遣医療救護班、医療救護所及び避難所は市町村災害災害対策本部に、ま

た、ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等、医療機関及び薬局に

ついては地域保健医療調整本部に、医薬品等供給要請書（様式３）により供給を要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 

■内容精査による文

言修正 
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を要請します。 

ロ～ハ（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－２ ：医療救護施設等による医薬品等の供給要請フロー 

 

（２）市町村災害対策本部（図４－３） 

イ～ロ （略） 

ハ 市町村災害対策本部は、市町村圏域で供給が困難な場合は、地域保健医療福祉調

整本部に様式３により支援を要請します。 

ニ 市町村災害対策本部は、要請先から応諾の連絡があれば、応諾内容を要請元に様

式３により連絡します。要請元が指定場所で医薬品等を受領することが困難な場合

は、市町村災害対策本部が輸送手段・場所・時間等について、要請元及び地域保健

医療福祉調整本部と調整します。 

 

 

 

請します。 

ロ～ハ（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－２ ：医療救護施設等による医薬品等の供給要請フロー 

 

（２）市町村災害対策本部（図４－３） 

イ～ロ （略） 

ハ 市町村災害対策本部は、市町村圏域で供給が困難な場合は、地域保健医療調整本

部に様式３により支援を要請します。 

ニ 市町村災害対策本部は、要請先から応諾の連絡があれば、応諾内容を要請元に様

式３により連絡します。要請元が指定場所で医薬品等を受領することが困難な場合

は、市町村災害対策本部が輸送手段・場所・時間等について、要請元及び地域保健

医療調整本部と調整します。 

 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和４年３

月３１日付保福第５

１２７号保健福祉部

長通知） 
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▲図４－３ 市町村災害対策本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（３）地域保健医療福祉調整本部（図４－４） 

イ 地域保健医療福祉調整本部は、所管区域の市町村派遣医療救護班、市町村が開設

する医療救護所若しくは避難所からの要請を取りまとめている市町村災害対策本部

又はＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは医療機関及び

薬局から医薬品等の供給要請を受けた場合において、管内の卸機能が復活している

ときは、直接医薬品等卸売販売業者に発注します。 

ロ 地域保健医療福祉調整本部は、所管区域内の卸機能が停止している場合は、二次

医薬品集積所の支援医薬品等を供給します。 

ハ 地域保健医療福祉調整本部は、所管区域管内で供給が困難な場合は、薬務課に様

式３により支援を要請します。 

二 地域保健医療福祉調整本部は、薬務課から応諾の連絡があれば、応諾内容を要請

元に様式３により連絡します。要請元が指定場所で医薬品等を受領することが困難

な場合は、地域保健医療福祉調整本部が医薬品等の輸送手段・場所・時間等につい

て、要請元及び薬務課と調整します。また、緊急輸送の必要があるにも関わらず輸

送が困難な場合は、地域保健医療福祉調整本部が薬務課にヘリコプター等による輸

送を要請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－３ 市町村災害対策本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（３）地域保健医療福祉調整本部（図４－４） 

イ 地域保健医療調整本部は、所管区域の市町村派遣医療救護班、市町村が開設する

医療救護所若しくは避難所からの要請を取りまとめている市町村災害対策本部又は

ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは医療機関及び薬局

から医薬品等の供給要請を受けた場合において、管内の卸機能が復活しているとき

は、直接医薬品等卸売販売業者に発注します。 

ロ 地域保健医療調整本部は、所管区域内の卸機能が停止している場合は、二次医薬

品集積所の支援医薬品等を供給します。 

ハ 地域保健医療調整本部は、所管区域管内で供給が困難な場合は、薬務課に様式３

により支援を要請します。 

二 地域保健医療調整本部は、薬務課から応諾の連絡があれば、応諾内容を要請元に

様式３により連絡します。要請元が指定場所で医薬品等を受領することが困難な場

合は、地域保健医療調整本部が医薬品等の輸送手段・場所・時間等について、要請

元及び薬務課と調整します。また、緊急輸送の必要があるにも関わらず輸送が困難

な場合は、地域保健医療調整本部が薬務課にヘリコプター等による輸送を要請しま

す。 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 
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▲図４－４ 地域保健医療福祉調整本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（４）保健医療福祉調整本部（図４－５） 

イ 薬務課は、地域保健医療福祉調整本部又は災害急性期等においてＤＭＡＴ・医

療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは災害拠点病院等から医薬品等

の供給要請を受けた場合において、県内の卸機能が復活しているときは、直接医

薬品等卸売販売業者に発注します。ただし、県内の被災状況等に関する情報か

ら、明らかに被災地からの情報が入ってこない時期と判断される場合は、医薬品

等の供給要請がなくても、薬務課、地域保健医療福祉調整本部及び宮城県医薬品

卸組合の調整のもと、非常災害用医薬品流通備蓄状況一覧（ｐ１０１第１１章資

料集参照）から医薬品卸売販売業者が在庫状況に応じて、被災地に設置された医

療救護所等へ供給します。（プッシュ型供給） 

ロ （略） 

ハ 前項（ロ）及び（ハ）において、医薬品等の供給について応諾を得ることができ

た場合、薬務課は、要請元に様式３により応諾内容を連絡します。要請元が指定場

所で医薬品等を受領することが困難な場合は、保健医療福祉調整本部が医薬品等の

輸送手段・場所・時間等について要請元と調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－４ 地域保健医療調整本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（４）保健医療福祉調整本部（図４－５） 

イ 薬務課は、地域保健医療調整本部又は災害急性期等においてＤＭＡＴ・医療救護

班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは災害拠点病院等から医薬品等の供給要

請を受けた場合において、県内の卸機能が復活しているときは、直接医薬品等卸売

販売業者に発注します。 

 

 

 

 

 

ロ （略） 

ハ 前項（ロ）及び（ハ）において、医薬品等の供給について応諾を得ることができ

た場合、薬務課は、要請元に様式３により応諾内容を連絡します。要請元が指定場

所で医薬品等を受領することが困難な場合は、保健医療調整本部が医薬品等の輸送

手段・場所・時間等について要請元と調整します。 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 

■内容精査による追

記（医薬品のプッシュ

型供給の考え方を追

記） 
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二 ヘリコプター等による医薬品等輸送が必要な場合（地域保健医療福祉調整本部か

ら要請があった場合を含む）、薬務課は、その確保を県災害対策本部に要請します。 

 

 

 

 

 

 

▲図４－５ 保健医療福祉調整本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（５）医薬品等の配送体制 

イ 災害発生時には、医薬品等を運搬する車両が緊急交通路の通行が可能となるよ

うに、当該車両の使用者は、緊急通行車両の確認等に係る事務手続要領に基づ

き、警察本部、警察署又は広域交通検問所から事前に緊急通行車両確認証明書及

び災害対策基本法施行規則別記様式第３の標章（確認標章）の交付を受けること

とします。 

ロ～ハ（略） 

（６）薬局等 

本文（略）  

 

４ 医薬品等の供給決定 

（１） 薬務課は、地域保健医療福祉調整本部等からの供給要請に係る情報とともに、

各協定を締結している関係団体等からの供給応諾等に係る情報を集約し、県災害薬

事コーディネーターと協議し、地区単位の供給先の割り振り（地域保健医療福祉調

整本部以外からの要請の場合は詳細な供給先の割り振り）を行います。 

二 ヘリコプター等による医薬品等輸送が必要な場合（地域保健医療調整本部から要

請があった場合を含む）、薬務課は、その確保を県災害対策本部に要請します。 

 

 

 

 

 

 

▲図４－５ 保健医療調整本部を中心とした医薬品等の供給フロー 

 

（５）医薬品等の配送体制 

イ 災害発生時には、医薬品等を運搬する車両が緊急交通路の通行が可能となるよう

に、当該車両の使用者は、警察本部、警察署又は広域交通検問所に既に交付されて

いる緊急通行車両等事前届出済証を提示し、災害対策基本法施行規則別記様式第３

の標章（確認標章）及び緊急通行車両確認証明書の交付を受けます。 

 

ロ～ハ（略） 

（６）薬局等 

本文（略） 

 

４ 医薬品等の供給決定 

（１） 薬務課は、地域保健医療調整本部等からの供給要請に係る情報とともに、各協

定を締結している関係団体等からの供給応諾等に係る情報を集約し、県災害薬事

コーディネーターと協議し、地区単位の供給先の割り振り（地域保健医療調整本部

以外からの要請の場合は詳細な供給先の割り振り）を行います。 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 

■緊急通行車両の確

認等に係る事務手続

要領の制定に基づく

修正（令和５年７ 月

１８日付け警察庁丁

規発第９３号通達） 
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（２） 薬務課は、調整結果を、地域保健医療福祉調整本部に連絡します。（地域保健

医療福祉調整本部以外からの要請の場合は、要請元に連絡します。）  

（３） 地域保健医療福祉調整本部は、地域災害薬事コーディネーターと協議し、薬務

課から割り振られた医薬品等の詳細な供給先を決定し、薬務課に報告します。 

（４） 所管区域内で供給調整が可能な場合は、地域保健医療福祉調整本部は、（３）と

同様に供給先を決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－６ 医薬品用の供給決定プロセス（所管区域内で調整が不可能な場合） 

 

 

 

▲図４－７ 医薬品用の供給決定プロセス（所管区域内で調整が可能な場合） 

（２） 薬務課は、調整結果を、地域保健医療調整本部に連絡します。（地域保健医療

福祉調整本部以外からの要請の場合は、要請元に連絡します。）  

（３） 地域保健医療調整本部は、地域災害薬事コーディネーターと協議し、薬務課か

ら割り振られた医薬品等の詳細な供給先を決定し、薬務課に報告します。 

（４） 所管区域内で供給調整が可能な場合は、地域保健医療調整本部は、（３）と同様に

供給先を決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４－６ 医薬品用の供給決定プロセス（所管区域内で調整が不可能な場合） 

 

 

▲図４－７ 医薬品用の供給決定プロセス（所管区域内で調整が可能な場合） 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 
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▲図４－８ 医薬品等の供給フロー全体図 

 

 

 

▲図４－８ 医薬品等の供給フロー全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 
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第５章 薬剤師の派遣 第５章 薬剤師の派遣  

１ 事前の備え 

（１）県と関係団体 

本文（略） 

（２）保健所 

  災害時に地域保健医療福祉調整本部の事務局となる県の保健所は、管内市町村と薬

剤師の派遣体制及び派遣の要請方法等について確認の上で共有します。 

（３）～（５）（略） 

 

２ 薬剤師の派遣 

 本文（略） 

（１）医療救護班に帯同する薬剤師等（図５－１） 

イ 市町村派遣医療救護班又は各市町村が開設する医療救護所若しくは避難所におい

て、医薬品等の管理、調剤及び服薬指導等を行う薬剤師が不足した場合は、市町村

災害対策本部に対して、また、ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チー

ム等、医療機関及び薬局において薬剤師が不足した場合には、地域保健医療福祉調

整本部に対して、できる限り以下の事項を示した上で、薬剤師派遣要請書（様式

４）により派遣を要請します。 

（イ）～（ホ）（略） 

ロ （略）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事前の備え 

（１）県と関係団体 

本文（略） 

（２）保健所 

  災害時に地域保健医療調整本部の事務局となる県の保健所は、管内市町村と薬剤師

の派遣体制及び派遣の要請方法等について確認の上で共有します。 

（３）～（５）（略） 

 

２ 薬剤師の派遣 

 本文（略） 

（１）医療救護班に帯同する薬剤師等（図５－１） 

イ 市町村派遣医療救護班又は各市町村が開設する医療救護所若しくは避難所におい

て、医薬品等の管理、調剤及び服薬指導等を行う薬剤師が不足した場合は、市町村

災害対策本部に対して、また、ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チー

ム等、医療機関及び薬局において薬剤師が不足した場合には、地域保健医療調整本

部に対して、できる限り以下の事項を示した上で、薬剤師派遣要請書（様式４）に

より派遣を要請します。 

（イ）～（ホ）（略） 

ロ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和４年３

月３１日付保福第５

１２７号保健福祉部

長通知） 
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▲図５－１ 薬剤師の派遣要請フロー 

 

（２）市町村災害対策本部（図５－２） 

イ （略） 

ロ 市町村災害対策本部は、市町村圏域で薬剤師の派遣が困難な場合は、地域保健医

療福祉調整本部に様式４により支援を要請します。 

ハ （略） 

 

ハ （略） 

 

 

 

 

 

 

▲図５－１ 薬剤師の派遣要請フロー 

 

（２）市町村災害対策本部（図５－２） 

イ （略） 

ロ 市町村災害対策本部は、市町村圏域で薬剤師の派遣が困難な場合は、地域保健医

療調整本部に様式４により支援を要請します。 

ハ （略） 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和５

年４月２７日付保福

第３１号保健福祉部

長通知） 
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▲図５－２ 市町村災害対策本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

 

（３）地域保健医療福祉調整本部（図５－３） 

イ 地域保健医療福祉調整本部は、所管区域の市町村派遣医療救護班、各市町村が開

設する医療救護所若しくは避難所からの要請を取りまとめている市町村災害対策本

部又はＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは医療機関及

び薬局から薬剤師の派遣要請を受けたときは、地区薬剤師会を通じて（一社）宮城

県薬剤師会に管内の薬剤師の派遣を要請します。 

ロ 地域保健医療福祉調整本部は、二次医薬品集積所おいて、医薬品等の管理、調剤

及び服薬指導等を行う薬剤師が不足した場合は、地区薬剤師会を通じて（一社）宮

城県薬剤師会に管内の薬剤師の派遣を要請します。 

ハ 地域保健医療福祉調整本部は、所管区域内で対応できない場合は、薬務課に様式

４により派遣を要請します。 

ニ 地域保健医療福祉調整本部は、派遣調整の結果を要請元に様式４により連絡しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－２ 市町村災害対策本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

 

（３）地域保健医療福祉調整本部（図５－３） 

イ 地域保健医療調整本部は、所管区域の市町村派遣医療救護班、各市町村が開設す

る医療救護所若しくは避難所からの要請を取りまとめている市町村災害対策本部又

はＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム、薬剤師チーム等若しくは医療機関及び薬

局から薬剤師の派遣要請を受けたときは、地区薬剤師会を通じて（一社）宮城県薬

剤師会に管内の薬剤師の派遣を要請します。 

ロ 地域保健医療調整本部は、二次医薬品集積所おいて、医薬品等の管理、調剤及び

服薬指導等を行う薬剤師が不足した場合は、地区薬剤師会を通じて（一社）宮城県

薬剤師会に管内の薬剤師の派遣を要請します。 

ハ 地域保健医療調整本部は、所管区域内で対応できない場合は、薬務課に様式４に

より派遣を要請します。 

ニ 地域保健医療調整本部は、派遣調整の結果を要請元に様式４により連絡します。 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和５

年４月２７日付保福

第３１号保健福祉部

長通知） 
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▲図５－３ 地域保健医療福祉調整本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

 

（４）保健医療福祉調整本部（図５－４） 

イ 薬務課は、地域保健医療福祉調整本部又は災害急性期等においては災害拠点病院

等、ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム及び薬剤師チーム等から薬剤師の派遣要

請を受けたときは、（一社）宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会に県

内の薬剤師の派遣を要請します。 

ロ～ニ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－４ 保健医療福祉調整本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－３ 地域保健医療調整本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

 

（４）保健医療調整本部（図５－４） 

イ 薬務課は、地域保健医療調整本部又は災害急性期等においては災害拠点病院等、

ＤＭＡＴ・医療救護班等の医療チーム及び薬剤師チーム等から薬剤師の派遣要請を

受けたときは、（一社）宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会に県内の

薬剤師の派遣を要請します。 

ロ～ニ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－４ 保健医療調整本部を中心とした薬剤師の派遣フロー 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和５

年４月２７日付保福

第３１号保健福祉部

長通知） 
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３ 薬剤師の派遣調整等（図５－５及び５－６） 

（１）派遣先の決定 

イ 薬務課は、地域保健医療福祉調整本部等からの派遣要請に係る情報とともに、

（一社）宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会からの派遣調整の情報を

集約し、医療救護班調整担当及び県災害薬事コーディネーターと協議し、地区単位

の派遣調整（地域保健医療福祉調整本部以外からの要請の場合は詳細な派遣先の割

り振り調整）を行います。 

ロ 薬務課は、調整結果を、地域保健医療福祉調整本部を通じて、地域保健医療福祉

連絡会議に連絡します。（地域保健医療調整本部以外からの要請の場合は、要請元

に連絡します。）  

ハ 地域保健医療福祉連絡会議は、以下の団体・機関の参画を受け、所管区域内の医療

救護活動の実施状況を踏まえながら、薬務課から割り振られた薬剤師の詳細な派遣先

を調整し、地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉調整本部及び薬務課

（薬務課を通じて県災害薬事コーディネーターにも報告）に調整内容を報告します。 

なお、連絡会議は、所管区域内派遣先の調整方法について、平時から協議しておき 

ます。 

【参画を求める機関・団体】 

地域災害医療コーディネーター、地域災害薬事コーディネーター、管内市町村、

郡市医師会、地区歯科医師会、地区薬剤師会、看護協会支部、管内災害拠点病院 等 

ニ 所管区域内の薬剤師により派遣調整が可能な場合は、地域保健医療福祉調整本部

は地区薬剤師会から受けた調整結果の情報を地域保健医療福祉連絡会議に連絡し、

ハと同様に派遣先を調整し、地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療福祉

調整本部に調整内容を報告します。 

（２）派遣調整結果の連絡 

イ 派遣先 

 薬務課は、派遣元に対し、派遣される薬剤師が（１）ハで調整した結果を連絡し 

ます。（管内で派遣調整が可能な場合は、地域保健医療福祉調整本部が連絡します。）  

ロ 派遣期間 

    本文（略） 

（３）医療救護活動の実施状況の報告と派遣調整等への反映 

イ 医療救護班又は派遣された薬剤師は、医療救護活動の実施状況（患者の疾患の傾

向及び医療ニーズの増減等）及び派遣先における保健衛生に関する情報を、市町村

３ 薬剤師の派遣調整等（図５－５及び５－６） 

（１）派遣先の決定 

イ 薬務課は、地域保健医療調整本部等からの派遣要請に係る情報とともに、（一

社）宮城県薬剤師会及び（一社）宮城県病院薬剤師会からの派遣調整の情報を集約

し、医療救護班調整担当及び県災害薬事コーディネーターと協議し、地区単位の派

遣調整（地域保健医療調整本部以外からの要請の場合は詳細な派遣先の割り振り調

整）を行います。 

ロ 薬務課は、調整結果を、地域保健医療調整本部を通じて、地域保健医療連絡会議

に連絡します。（地域保健医療調整本部以外からの要請の場合は、要請元に連絡し

ます。）  

ハ 地域保健医療連絡会議は、以下の団体・機関の参画を受け、所管区域内の医療救

護活動の実施状況を踏まえながら、薬務課から割り振られた薬剤師の詳細な派遣先

を調整し、地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部及び薬務課

（薬務課を通じて県災害薬事コーディネーターにも報告）に調整内容を報告します。 

なお、連絡会議は、所管区域内派遣先の調整方法について、平時から協議しておき 

ます。 

【参画を求める機関・団体】 

地域災害医療コーディネーター、地域災害薬事コーディネーター、管内市町村、

郡市医師会、地区歯科医師会、地区薬剤師会、看護協会支部、管内災害拠点病院 等 

ニ 所管区域内の薬剤師により派遣調整が可能な場合は、地域保健医療調整本部は地

区薬剤師会から受けた調整結果の情報を地域保健医療連絡会議に連絡し、ハと同様

に派遣先を調整し、地域災害薬事コーディネーターは、地域保健医療調整本部に調

整内容を報告します。 

（２）派遣調整結果の連絡 

イ 派遣先 

 薬務課は、派遣元に対し、派遣される薬剤師が（１）ハで調整した結果を連絡し 

ます。（管内で派遣調整が可能な場合は、地域保健医療調整本部が連絡します。）  

ロ 派遣期間 

    本文（略） 

（３）医療救護活動の実施状況の報告と派遣調整等への反映 

イ 医療救護班又は派遣された薬剤師は、医療救護活動の実施状況（患者の疾患の傾

向及び医療ニーズの増減等）及び派遣先における保健衛生に関する情報を、市町村
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災害対策本部又は地域保健医療福祉調整本部に報告します。さらに、市町村災害対

策本部は地域保健医療福祉調整本部に、また、地域保健医療福祉調整本部は薬務課

にその情報を報告します。 

ロ 保健医療福祉調整本部及び地域保健医療福祉調整本部は、報告内容が以降の医療

救護活動における派遣調整並びに保健所及び市町村が実施する保健衛生活動等に反

映させます。 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－５ 薬剤師の派遣調整プロセス（所管区域内で調整が不可能な場合） 

 

 

 

 

▲図５－６ 薬剤師の派遣調整プロセス（所管区域内で調整が可能な場合） 

 

災害対策本部又は地域保健医療調整本部に報告します。さらに、市町村災害対策本

部は地域保健医療調整本部に、また、地域保健医療調整本部は薬務課にその情報を

報告します。 

ロ 保健医療調整本部及び地域保健医療調整本部は、報告内容が以降の医療救護活動

における派遣調整並びに保健所及び市町村が実施する保健衛生活動等に反映させま

す。 

 

 

 

 

 

 

▲図５－５ 薬剤師の派遣調整プロセス（所管区域内で調整が不可能な場合） 

 

 

 

 

 

▲図５－６ 薬剤師の派遣調整プロセス（所管区域内で調整が可能な場合） 
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▲図５－７ 薬剤師の派遣フロー全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５－７ 薬剤師の派遣フロー全体図 
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第６章 モバイルファーマシーの配置 第６章 モバイルファーマシーの配置  

１ モバイルファーマシーの配置検討 

薬務課は、市町村が設置する医療救護所のほか、被災者に対する調剤が円滑に行わ

れるよう、県災害薬事コーディネーター及び地域保健医療福祉調整本部（地域保健医

療福祉調整本部を通じて地域災害コーディネーターとも協議）と協議しモバイル

ファーマシーの配置を検討します。 

２ モバイルファーマシーの配置要請 

（１）～（２）（略） 

３ モバイルファーマシーの配置応諾 

（１） モバイルファーマシーの配置が（一社）宮城県薬剤師会により応諾された場合

は、薬務課は、県災害薬事コーディネーター及び地域保健医療福祉調整本部（地

域保健医療福祉調整本部を通じて地域災害コーディネーターにも連絡）に連絡す

るとともに、市町村災害対策本部に連絡します。 

（２） 県災害薬事コーディネーター及び地域災害薬事コーディネーターは、モバイル

ファーマシーの受け入れに際し、薬務課及び地域保健医療福祉調整本部並びに

市町村災害対策本部と必要な調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図６ モバイルファーマシーの配置フローについて 

１ モバイルファーマシーの配置検討 

薬務課は、市町村が設置する医療救護所のほか、被災者に対する調剤が円滑に行われ

るよう、県災害薬事コーディネーター及び地域保健医療調整本部（地域保健医療調整本

部を通じて地域災害コーディネーターとも協議）と協議しモバイルファーマシーの配置

を検討します。 

２ モバイルファーマシーの配置要請 

（１）～（２）（略） 

３ モバイルファーマシーの配置応諾 

（１） モバイルファーマシーの配置が（一社）宮城県薬剤師会により応諾された場合

は、薬務課は、県災害薬事コーディネーター及び地域保健医療調整本部（地域保

健医療調整本部を通じて地域災害コーディネーターにも連絡）に連絡するととも

に、市町村災害対策本部に連絡します。 

（２） 県災害薬事コーディネーター及び地域災害薬事コーディネーターは、モバイル

ファーマシーの受け入れに際し、薬務課及び地域保健医療調整本部並びに市町

村災害対策本部と必要な調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図６ モバイルファーマシーの配置フローについて 
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第７章 災害処方箋・災害薬袋・お薬手帳の活用 第７章 災害処方箋・災害薬袋・お薬手帳の活用  

医療救護所又は避難所でＤＭＡＴ及び医療救護班等が治療を行う場合は、医薬品の処方

内容を災害時医療カルテに記録し、医療救護班が所持する薬剤の不足等により薬剤を直接

交付しない場合は、災害処方箋（ｐ４２参考様式１）を発行します。 

災害処方箋を応需した医療救護所等は、災害用緊急薬袋（ｐ４３参考様式２）に必要事項

を記載し、薬剤を交付するほか、患者がお薬手帳を持参した場合は、お薬手帳に処方内容を

記載して渡します。 

お薬手帳は、平時から処方された医薬品名や数量等の情報を記載し、患者自らが所持する

もので、避難時に所持し、記録を続けることで、災害時には服薬内容やアレルギーの有無、

副作用歴等が分かることからも、迅速で的確な治療や処方に繋がります。 

なお、医療機関への受診が交通遮断等で困難な場合又は医療機関の被災により閉鎖され

ている場合等客観的にやむを得ない理由で医師の診療を受けることができないと認められ

る場合において、慢性疾患に係る処方内容であることが、薬歴、お薬手帳及び薬袋等から明

らかに分かる場合は、事後に処方箋が提出されることを前提として保険調剤できることに

ついて、国による通知発出後、薬務課及び関係機関は積極的に広報するよう努めます。（ｐ

４８②） 

 

※災害処方箋は、災害救助法の適用を受けた地域でのみ（医療機関の喪失又は機能停止若

しくは当該医療機関の診療可能患者数をはるかに超える患者が発生し、現に医療を受けら

れない者がいるときのみ）発行が可能となるので、留意が必要です。薬務課は、災害救助法

の適用状況等について、適宜情報発信していきます。 

医療救護所又は避難所でＤＭＡＴ及び医療救護班等が治療を行う場合は、医薬品の処方内

容を災害時医療カルテに記録し、医療救護班が所持する薬剤の不足等により薬剤を直接交付

しない場合は、災害処方箋（   参考様式１）を発行します。 

災害処方箋を応需した医療救護所等は、災害用緊急薬袋（   参考様式２）に必要事項

を記載し、薬剤を交付するほか、患者がお薬手帳を持参した場合は、お薬手帳に処方内容を

記載して渡します。 

お薬手帳は、平時から処方された医薬品名や数量等の情報を記載し、患者自らが所持する

もので、避難時に所持し、記録を続けることで、災害時には服薬内容やアレルギーの有無、

副作用歴等が分かることからも、迅速で的確な治療や処方に繋がります。 

なお、医療機関への受診が交通遮断等で困難な場合又は医療機関の被災により閉鎖されて

いる場合等客観的にやむを得ない理由で医師の診療を受けることができないと認められる

場合において、慢性疾患に係る処方内容であることが、薬歴、お薬手帳及び薬袋等から明ら

かに分かる場合は、事後に処方箋が提出されることを前提として保険調剤できることについ

て、国による通知発出後、          積極的に広報するよう努めます。（ｐ４６

②） 
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第８章 様式 第８章 様式  

様式１－１ （略） 

 

様式１－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１－１（略） 

 

様式１－２ 
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額

○
○
薬
局

〇
〇
市

有
有

無
無

有
無

有
無

可
全
て
（
電
，
保
，
散
）

超
要
（
　
　
　
　
人
）

有
（
　
　
　
　
千
円
）

※
電
→
電
子
天
秤
，
保
→
保
冷
庫
，
散
→
散
剤
分
包
機
，
軟
→
軟
膏
練
機
，
水
→
水
剤
分
注
機

薬
局
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表

【
地
区
薬
剤
師
会
 
→

 
県
薬
・
地
域
保
健
医
療
福
祉

調
整
本
部
（
保
健
所
・
支
所
）
 →

 
保
健
医
療
福
祉

調
整
本
部
（
薬
務
課
）
】

報
告
日
時
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分
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様式１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

災害時薬事関連業務マニュアル新旧対照表（案） 
 

新 旧 備考  

 

 34 / 50 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２－１ （略） 

 

様式２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２－１ （略） 

 

様式２－２ 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査

者
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

連
絡
先

報
告
日
時
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

単
位
：
件

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

可
不
可

無
し

一
部

全
て

超
未
超

要
（
人
数
計
）

不
要

仙
南

仙
台

岩
沼

塩
釜

黒
川
※
１

大
崎

栗
原

登
米

石
巻

気
仙
沼

計 ※
１
　
地
域
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
，
黒
川
地
区
は
塩
釜
地
区
（
仙
台
支
部
）
へ
併
せ
て
計
上

※
２
　
処
方
箋
受
入
可
能
枚
数
に
対
す
る
現
在
の
受
入
枚
数
の
超
・
未
超

応
援
薬
剤
師

断
水

電
話
不
通

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

接
続
不
可

開
局

復
旧
を
要
す
る
調
剤
関
連
機
器
処
方
箋
受
入
枚
数
限
界
※
２

薬
局
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表

【
保
健
医
療
福
祉

調
整
本
部
（
薬
務
課
）
集
計
用
）
】

地
区
等

薬
局
数

報
告
数

未
報
告
数

建
物
被
害

浸
水
被
害

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

停
電

調
査

者
保
健
医
療
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

連
絡
先

報
告
日
時
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

単
位
：
件

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

可
不
可

無
し

一
部

全
て

超
未
超

要
（
人
数
計
）

不
要

仙
南

仙
台

岩
沼

塩
釜

黒
川
※
１

大
崎

栗
原

登
米

石
巻

気
仙
沼

計 ※
１
　
地
域
保
健
医
療
調
整
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
，
黒
川
地
区
は
塩
釜
地
区
（
仙
台
支
部
）
へ
併
せ
て
計
上

※
２
　
処
方
箋
受
入
可
能
枚
数
に
対
す
る
現
在
の
受
入
枚
数
の
超
・
未
超

応
援
薬
剤
師

断
水

電
話
不
通

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

接
続
不
可

開
局

復
旧
を
要
す
る
調
剤
関
連
機
器
処
方
箋
受
入
枚
数
限
界
※
２

薬
局
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表

【
保
健
医
療

調
整
本
部
（
薬
務
課
）
集
計
用
）
】

地
区
等

薬
局
数

報
告
数

未
報
告
数

建
物
被
害

浸
水
被
害

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

停
電
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様式２－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式２－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医
薬
品
等
卸
売
販
売
業
者
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表

【
組
合
・
協
会
・
血
液
セ
ン
タ
ー
 
→

 
保
健
医
療

調
整
本
部
（
薬
務
課
）
】

発
信

元
：

送
信

先
：
保
健
医
療
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

連
絡
先

Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ

報
告
日
時
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

名
称

建
物
被
害

浸
水
被
害

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

医
薬
品
等
被
害

停
電

断
水

電
話
不
通

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
不
可
業
務
継
続

供
給
不
足

配
達
困
難

○
○
株
式
会
社
○
○
支
店

有
有

無
無

有
有

無
有

無
可

有
有

医
薬
品
等
卸
売
販
売
業
者
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表

【
組
合
・
協
会
・
血
液
セ
ン
タ
ー
 
→

 
保
健
医
療
福
祉

調
整
本
部
（
薬
務
課
）
】

発
信

元
：

送
信

先
：
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

連
絡
先

Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ

報
告
日
時
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

名
称

建
物
被
害

浸
水
被
害

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

医
薬
品
等
被
害

停
電

断
水

電
話
不
通

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
不
可
業
務
継
続

供
給
不
足

配
達
困
難

○
○
株
式
会
社
○
○
支
店

有
有

無
無

有
有

無
有

無
可

有
有
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■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医
薬
品
等
卸
売
販
売
業
者
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表
【

保
健

医
療

福
祉

調
整

本
部

（
薬

務
課

）
集

計
用

】

調
査

者
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

連
絡
先

報
告
日
時
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

単
位
：
件

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

可
不
可

あ
り

な
し

あ
り

な
し

仙
南

仙
台

岩
沼

塩
釜

黒
川

大
崎

栗
原

登
米

石
巻

気
仙
沼

計 地
域
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
，
黒
川
地
区
は
塩
釜
地
区
（
仙
台
支
部
）
へ
併
せ
て
計
上

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

接
続
不
可

業
務
継
続

供
給
不
足

配
送
困
難

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

医
薬
品
等
被
害

停
電

断
水

電
話
不
通

地
区
等

卸
数

報
告
数
未
報
告
数

建
物
被
害

浸
水
被
害

医
薬
品
等
卸
売
販
売
業
者
被
災
・
業
務
継
続
状
況
報
告
集
計
表
【

保
健

医
療

調
整

本
部

（
薬

務
課

）
集

計
用

】

調
査

者
保
健
医
療
調
整
本
部
（
薬
務
課
）

調
査
担
当
者
氏
名

連
絡
先

報
告
日
時
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
時
　
　
分

単
位
：
件

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

可
不
可

あ
り

な
し

あ
り

な
し

仙
南

仙
台

岩
沼

塩
釜

黒
川

大
崎

栗
原

登
米

石
巻

気
仙
沼

計 地
域
保
健
医
療
調
整
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
，
黒
川
地
区
は
塩
釜
地
区
（
仙
台
支
部
）
へ
併
せ
て
計
上

浸
水
被
害

地
区
等

卸
数

報
告
数
未
報
告
数

建
物
被
害

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

接
続
不
可

業
務
継
続

供
給
不
足

配
送
困
難

建
物
倒
壊
・
お
そ
れ

従
業
員
被
害

医
薬
品
等
被
害

停
電

断
水

電
話
不
通
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様式３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宮城県保健医療福

祉調整本部設置要綱

に基づく修正（令和

５年４月２７日付保

福第３１号保健福祉

部長通知） 

 

医薬品等供給要請書　兼　応諾連絡書

■機関区分（区分の枠に番号を記入すること）

　①医療救護所・避難所　②災害拠点病院　③医療機関・薬局　④市町村本部　⑤地域保健医療福祉調整本部　⑥保健医療福祉調整本部　⑦その他

担当者 要請 担当者 要請 担当者 要請 担当者

機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分

電話番号 電話番号 電話番号 電話番号

連絡 連絡 連絡

担当者 担当者 担当者 担当者

受渡し場所 備考

薬効等分類 製品名 一般名 規格 数量 ④市町村
⑤地域保健
医療福祉調
整本部

⑥保健医療
福祉調整本
部

備考

（要請）　　　　　　　　　要請医薬品等 （応諾）　　　　供給医薬品等

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

11

医薬品等供給要請書　兼　応諾連絡書

■機関区分（区分の枠に番号を記入すること）

　①医療救護所・避難所　②災害拠点病院　③医療機関・薬局　④市町村本部　⑤地域保健医療調整本部　⑥保健医療調整本部　⑦その他

担当者 要請 担当者 要請 担当者 要請 担当者

機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分

電話番号 電話番号 電話番号 電話番号

連絡 連絡 連絡

担当者 担当者 担当者 担当者

受渡し場所 備考

薬効等分類 製品名 一般名 規格 数量 ④市町村
⑤地域保
健医療調
整本部

⑥保健
医療調整
本部

備考

（要請）　　　　　　　　　要請医薬品等 （応諾）　　　　供給医薬品等

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

11
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様式４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤師派遣要請書

■機関区分（区分の枠に番号を記入すること）

　①医療救護所・避難所　②災害拠点病院　③医療機関・薬局　④市町村本部　⑤地域保健医療調整本部　⑥県保健医療調整本部　⑦その他

担当者 要請 担当者 要請 担当者 要請 担当者

機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分

電話番号 電話番号 電話番号 電話番号

連絡 連絡 連絡

担当者 担当者 担当者 担当者

必要人数 活動場所 活動内容

参集場所・希望日時 希望派遣期間 備考

薬剤師派遣調整結果連絡書

派遣人員氏名（連絡先電話番号）

派遣期間 移動手段 薬剤師所属機関 派遣場所

　　　　月　　日～　　月　　日

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

薬剤師派遣要請書

■機関区分（区分の枠に番号を記入すること）

①医療救護所・避難所 ②災害拠点病院 ③医療機関・薬局④ 市町村本部 ⑤地域保健医療福祉調整本部 ⑥県保健医療福祉調整本部 ⑦その他

担当者 要請 担当者 要請 担当者 要請 担当者

機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分 機関名 区分

電話番号 電話番号 電話番号 電話番号

連絡 連絡 連絡

担当者 担当者 担当者 担当者

必要人数 活動場所 活動内容

参集場所・希望日時 希望派遣期間 備考

薬剤師派遣調整結果連絡書

派遣人員氏名（連絡先電話番号）

派遣期間 移動手段 薬剤師所属機関 派遣場所

　　　　月　　日～　　月　　日

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分

　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分 　　　月　　日　　時　　分
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参考様式１（略） 

参考様式２（略） 

第９章 災害薬事関連通知・事務連絡 

参考様式１（略） 

参考様式２（略） 

第９章 災害薬事関連通知・事務連絡 

①～㉑（略） 

 

①～㉑（略） 

 

 

第１０章 宮城県薬事関連災害協定書等 第１０章 宮城県薬事関連災害協定書等  

掲載（略） 掲載（略）  

第１１章 資料集 第１１章 資料集  

１ 非常災害用医薬品流通備蓄状況一覧（令和５年度現在） 

表（略） 

 

２ 非常災害用医薬品備蓄場所一覧（令和５年度現在） 

  表（略） 

 

３－１ 災害処方箋に係る費用請求時に想定される（一社）宮城県薬剤師会あて通知案 

 

薬 第 〇〇 号 

年号〇年〇月〇日   

 

 

 一般社団法人宮城県薬剤師会会長 殿 

 

 

宮城県保健福祉部長 

 

 

〇〇災害により救護所等で交付された災害処方箋に基づく調剤に係る費用請求について（依頼） 

 

本県の薬事行政につきましては、日頃から格別の御協力を賜り厚く御礼申し上げます。また、

この度の災害におきましては、御尽力を賜り、重ねて御礼申し上げます。 

さて、○○○○○○に伴い、災害救助法に基づく医療の一環として救護所等において交付され

た処方箋（以下「災害処方箋」という。）については、保険調剤として取り扱わず、薬局におい

て調剤を行った際の労務費及び薬剤費については県（※災害救助法第２１条の規定に基づき、費

用負担は国及び都道府県が負担することとされているが、ここでは（一社）宮城県薬剤師会の直

１ 非常災害用医薬品流通備蓄状況一覧（令和４年度現在） 

表（略） 

 

２ 非常災害用医薬品備蓄場所一覧（令和４年１１月現在） 

  表（略） 

 

（新設） 

■内容精査による新

規項目の追加 

■文言修正 
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接の請求先を記載）に費用を請求することとされているところです。 

このたび、その取扱いについて、別添のとおり「○○○○災害による薬局における災害処方箋

に基づく調剤実施要領」を定めましたのでお知らせします。 

つきましては、災害処方箋に基づく調剤（保険調剤以外の調剤）を行った薬局からの費用請求

について、貴会において取りまとめていただき、当部薬務課宛て御報告願います。併せて、本要

領について、各薬局に周知願いします。 

 

３-２ 災害処方箋に係る費用請求時に想定される実施要領案 

 

 

○○○○災害による薬局における災害処方箋に基づく調剤実施要領 

 

（目的） 

第１条 本要領は、○○○○災害に伴い、災害救助法による医療の一環として、薬局におい

て災害処方箋に基づき調剤された薬剤を支給することに関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（実施者） 

第２条 災害救助法適用市町村内に所在する薬局とする。 

 

（実施内容） 

第３条 薬局は、○○○○災害により、救護所等の保険医療機関以外で交付された災害処

方箋に基づき、調剤を行い、薬剤を支給する。 

 

（実施期間） 

第４条 実施期間は、災害救助法適用期間内とする。 

２ 県は、前項の期間の開始及び終了時に、薬局に通知するものとする。 

 

（費用の負担及び支払い） 

第５条 前条の期間中、薬局において災害処方箋に基づく調剤を行った際の労務費及び調

剤のために使用した薬剤の実費は、県が負担するものとする。 

２ 前項の労務費は、調剤した災害処方箋１枚当たり〇〇円（※通知前に（一般社団法人宮

城県薬剤師会と調整）とし、１薬局当たり１日１５，４００円（※災害救助法施行細則

（昭和３５年規則第４８号）別表２の規定に基づく薬剤師の日当を参考として記載した

が、通知前に（一社）宮城県薬剤師会と調整）を超えないものとする。 

３ 第１項の規定による費用については、一般社団法人宮城県薬剤師会（以下「宮城県薬剤

師会」という。）が別記様式１及び２により取りまとめた上、知事に請求するものとする。 

■内容精査による新

規項目の追加 
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４ 県は、（一社）宮城県薬剤師会に支払うものとする。 

 

（請求の期限） 

第６条 前条第３項に規定する請求の期限は、第４条第２項の通知後３か月以内とする。 

 

   附 則 

 この要領は、年号○年〇月〇日から施行し、年号○年○月○日から適用する。 

 

 

（別記様式１） 

薬局における災害処方箋等による調剤報告書 

 

年号〇年〇月〇日  

 

 宮城県知事       殿 

 

住所        

 

氏名        

 

 

 災害救助法に基づく医療の一環として、各薬局において、災害処方箋等により調剤をし

ましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 調剤対象月                   年号   年   月分 

 

２ 調剤した薬局数                           件 

 

３ 調剤した災害処方箋枚数等                      枚 

 

４ 調剤した際の労務費                         円 

 

５ 調剤のために使用した薬剤費                     円 

 

６ 調剤実績：別紙一覧表のとおり 

■内容精査による新

規項目の追加 
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（別紙） 

 

薬局における災害処方箋等による調剤実績一覧表（   月分） 

 

     

薬局の 

許可番号 
薬局の名称 

調剤枚数

（枚） 

労務費 

（円） 

薬剤費 

（実費：円） 

     

     

     

     

     

 計    

※ 根拠となる書類として、各薬局における調剤実績の詳細、調剤済みの災害処方箋等の

写しを添付すること。 

     

    （参考１） 

薬局における災害処方箋等による調剤実績の詳細一覧表（  月分） 

 

薬局の許可番号：      

薬 局 の 名 称：      

薬局の所在地：      

 

調剤年月日 患者氏名 生年月日 
受付枚数

（枚） 

薬剤費 

（実費：円） 

     

     

     

     

 

薬剤費                円 

 

※ 根拠書類として、各薬局における調剤実績の詳細及び調剤済みの災害処方箋等の写し

を添付すること。 

■内容精査による新

規項目の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

災害時薬事関連業務マニュアル新旧対照表（案） 
 

新 旧 備考  

 

 43 / 50 ページ 

 

                  （参考２） 

 

薬局における災害処方箋等による労務費算定に係る調剤実績一覧表 

（  月分） 

 

薬局の許可番号：      

薬 局 の 名 称：      

薬局の所在地：      

     

調剤年月日 

（１日ごとに記入） 

薬剤師の 

氏名 

１日当たりの調

剤枚数（枚） 

１日当たりの労務費（円） 

（15,400円以内） 

    

    

    

    

 

労務費            円 

 

 

※ 根拠となる書類として、調剤済みの災害処方箋等の写しを添付すること。 

     

               （別記様式２） 

請求書 

 

 

年号〇年〇月〇日   

 

 宮城県知事       殿 

 

 

住所        

氏名        

 

 

災害救助法に基づく医療の一環として、各薬局における災害処方箋等による調剤に係る費

用について、下記のとおり請求します。 

■内容精査による新

規項目の追加 
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記 

 

請求金額       円 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内容精査による新

規項目の追加 
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用語解説 用語解説  

【い】 

 

医薬品集積所（一次・二次） 

県の要請等により、県内外から輸送される医薬品等及び支援物資（医薬関係）を受け入

れ、仕分け及び管理を行う施設のこと。薬務課の判断により一次医薬品集積所を設置し、ま

た、地域保健医療福祉調整本部ごとに二次医薬品集積所を設置する。 

なお、医薬品集積所から医薬品を供給する行為は、卸行為と見なされるため、平時は許可

が必要な行為である。よって、国から発出される事務連絡等（ｐ４５⑥と同内容の通知）に

より、当該医薬品の融通行為が差し支えない旨を確認してからでなければ設置できないこ

とに留意する。 

平成３０年３月９日に県が宮城県医薬品卸組合と交換した覚書により、一次医薬品集積

所はバイタルネット宮城物流センターとされている。 

 

医療救護所 

市町村内の医療施設の診療能力を超えるほどの多数の負傷者が一度に発生したとき又は

多数の医療施設の被災により十分な診療を発揮できないと市町村が判断したとき等に、市

町村が設置するもの。市町村が被災・機能喪失により医療救護所の設置を決定できない場

合は、地域保健医療福祉調整本部が市町村に代わって設置を決定する。設置場所は、特に被

害の甚大な地域や負傷者が多数見込まれる地域等に留意して決定する。 

 

医療救護班 

本文（略） 

 

医療救護班調整担当 

保健医療福祉調整本部で医療救護に係る調整を行う本部員で、医療救護班の受入と配置

調整を行う。地域保健医療福祉調整本部から派遣要請に係る情報を集約するとともに、支

部単位で派遣先の割り振りを行う。 

 

【き】 

 

基幹災害拠点病院 

【い】 

 

医薬品集積所（一次・二次） 

県の要請等により、県内外から輸送される医薬品等及び支援物資（医薬関係）を受け入れ、

仕分け及び管理を行う施設のこと。薬務課の判断により一次医薬品集積所を設置し、また、

地域保健医療調整本部ごとに二次医薬品集積所を設置する。 

なお、医薬品集積所から医薬品を供給する行為は、卸行為と見なされるため、平時は許可

が必要な行為である。よって、国から発出される事務連絡等（ｐ４５⑥と同内容の通知）に

より、当該医薬品の融通行為が差し支えない旨を確認してからでなければ設置できないこと

に留意する。 

平成３０年３月９日に県が宮城県医薬品卸組合と交換した覚書により、一次医薬品集積所

はバイタルネット宮城物流センターとされている。 

 

医療救護所 

市町村内の医療施設の診療能力を超えるほどの多数の負傷者が一度に発生したとき又は

多数の医療施設の被災により十分な診療を発揮できないと市町村が判断したとき等に、市町

村が設置するもの。市町村が被災・機能喪失により医療救護所の設置を決定できない場合は、

地域保健医療調整本部が市町村に代わって設置を決定する。設置場所は、特に被害の甚大な

地域や負傷者が多数見込まれる地域等に留意して決定する。 

 

医療救護班 

本文（略） 

 

医療救護班調整担当 

保健医療福祉調整本部で医療救護に係る調整を行う本部員で、医療救護班の受入と配置調

整を行う。地域保健医療福祉調整本部から派遣要請に係る情報を集約するとともに、支部単

位で派遣先の割り振りを行う。 

 

【き】 

 

基幹災害拠点病院 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 
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災害拠点病院のうち、地域災害拠点病院の機能を強化し、災害医療に関して中心的な役割

を果たす医療機関のこと。（災害時における医療体制の充実強化について（平成２４年３月

２１日厚生労働省医政局長通知））。宮城県では、独立行政法人国立病院機構仙台医療セン

ターを指定している。（令和５年４月１日現在） 

 

救護班 

本文（略） 

 

緊急通行車両確認証明書 

本文（略） 

 

緊急通行車両等事前届出済証 

本文（略） 

 

【こ】 

 

広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ（イーミス）） 

本文（略） 

 

【さ】 

 

災害対策本部／災害対策本部地方支部／災害対策本部地域部 

県が、災害が発生又は発生することが予測される場合に設置する災害対策全般を統括す

る本部のこと。（以下略） 

 

災害医療コーディネーター 

本文（略） 

 

災害救助法 

本文（略） 

 

災害拠点病院 

災害拠点病院のうち、地域災害拠点病院の機能を強化し、災害医療に関して中心的な役割

を果たす医療機関のこと。（災害時における医療体制の充実強化について（平成２４年３月

２１日厚生労働省医政局長通知））。宮城県では、独立行政法人国立病院機構仙台医療セン

ターを指定している。（令和４年３月１日現在） 

 

救護班 

本文（略） 

 

緊急通行車両確認証明書 

本文（略） 

 

緊急通行車両等事前届出済証 

本文（略） 

 

【こ】 

 

広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ（イーミス）） 

本文（略） 

 

【さ】 

 

災害対策本部／災害対策本部地方支部／災害対策本部地域部 

県が、災害が発生又は発生することが予測される場合に設置する災害対策全般を統括する

本部のこと。（以下略） 

 

災害医療コーディネーター 

本文（略） 

 

災害救助法 

本文（略） 

 

災害拠点病院 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 
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災害発生時において、当該病院が所在する県又は地域保健医療福祉調整本部所管区域の

医療救護活動の拠点となる病院のこと。災害医療を行う医療救護病院等を支援する役割も

果たす。 

なお、災害拠点病院には、「地域災害拠点病院」と「基幹災害拠点病院」がある。 

 

災害時公衆衛生活動ガイドライン 

本文（略） 

 

災害処方箋 

本文（略） 

 

災害対策基本法 

本文（略） 

 

災害薬事コーディネーター（県災害薬事コーディネーター／地域災害薬事コーディネーター） 

保健医療福祉調整本部又は原則地域保健医療福祉調整本部において、医薬品等の供給及

び薬剤師の派遣についての調整を行う薬剤師のこと。 

 

【し】 

 

市町村災害対策本部 

本文（略） 

 

【た】 

 

大規模災害時医療救護活動マニュアル 

本文（略） 

 

【ち】 

 

地域保健医療福祉調整本部 

管内で実施されている医療救護活動に関する調整及び管内の災害拠点病院等に設置される

ＤＭＡＴ活動拠点本部と連携するため、管内でＤＭＡＴ又は医療救護班による医療救護活動

災害発生時において、当該病院が所在する県又は地域保健医療調整本部所管区域の医療

救護活動の拠点となる病院のこと。災害医療を行う医療救護病院等を支援する役割も果た

す。 

なお、災害拠点病院には、「地域災害拠点病院」と「基幹災害拠点病院」がある。 

 

災害時公衆衛生活動ガイドライン 

本文（略） 

 

災害処方箋 

本文（略） 

 

災害対策基本法 

本文（略） 

 

災害薬事コーディネーター（県災害薬事コーディネーター／地域災害薬事コーディネーター） 

保健医療調整本部又は原則地域保健医療調整本部において、医薬品等の供給及び薬剤師の

派遣についての調整を行う薬剤師のこと。 

 

【し】 

 

市町村災害対策本部 

本文（略） 

 

【た】 

 

大規模災害時医療救護活動マニュアル 

本文（略） 

 

【ち】 

 

地域保健医療調整本部 

管内で実施されている医療救護活動に関する調整及び管内の災害拠点病院 に設置される

ＤＭＡＴ活動拠点本部と連携するため、管内でＤＭＡＴ又は医療救護班による医療救護活動が

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年４

月２７日付保福第３

１号保健福祉部長通

知） 
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が行われる間、県災害対策本部地方支部／県災害対策本部地域部に設置される支部のこと。 

 

地域保健医療福祉連絡会議 

地域保健医療福祉調整本部単位で地域内の情報共有及び協議を行うために設置され、必

要に応じて地域本部長が招集する会議のこと。管内の災害拠点病院、災害医療コーディ

ネーター、市町村、郡市医師会、地区歯科医師会、地区薬剤師会及び看護協会等関係機関

は、地域保健医療福祉連絡会議に参画し、地域保健医療福祉調整本部の下で医療救護班の

派遣調整等に協力する。 

 

地域災害拠点病院 

災害時に多発する重篤救急患者の救急医療を行うための高度な医療機能、被災地からの

一時的な重症疾病者の受入機能、ＤＭＡＴ等の受入・派遣機能、疾病者等の受入及び搬出を

行う広域搬送への対応機能、地域の医療機関への応急用資機材の貸し出し機能を有し、県

が指定した病院のこと。宮城県では、１５病院を指定している。（令和５年３月３１日現在） 

 

【ひ】 

 

避難所 

本文（略） 

 

【ほ】 

保健医療福祉調整本部 

医療救護活動に関する総合調整及び市町村の医療救護活動の支援を行うために、県内で

ＤＭＡＴ又は医療救護班による医療救護活動が行われる間、県災害対策本部内に設置され

る本部のこと。 

 

【み】 

 

宮城県救急医療情報システム 

本文（略） 

 

宮城県地域防災計画 

本文（略） 

行われる間、県災害対策本部地方支部／県災害対策本部地域部に設置される支部のこと。 

 

地域保健医療連絡会議 

各保健福祉事務所・地域事務所単位で、管内の災害医療体制について情報共有及び協議

を行う場として、設置される会議のこと。 

管内の災害拠点病院、災害医療コーディネーター、市町村、郡市医師会、地区歯科医師

会、地区薬剤師会、看護協会支部及び消防等防災関係機関は、地域保健医療連絡会議に参

画し、地域保健医療調整本部の下で医療救護班の派遣調整等に協力する。 

 

地域災害拠点病院 

災害時に多発する重篤救急患者の救急医療を行うための高度な医療機能、被災地からの一

時的な重症疾病者の受入機能、ＤＭＡＴ等の受入・派遣機能、疾病者等の受入及び搬出を行

う広域搬送への対応機能、地域の医療機関への応急用資機材の貸し出し機能を有し、県が指

定した病院のこと。宮城県では、１５病院を指定している。（令和４年３月３１日現在） 

 

【ひ】 

 

避難所 

本文（略） 

 

【ほ】 

保健医療調整本部 

医療救護活動に関する総合調整及び市町村の医療救護活動の支援を行うために、県内でＤ

ＭＡＴ又は医療救護班による医療救護活動が行われる間、県災害対策本部内に設置される本

部のこと。 

 

【み】 

 

宮城県救急医療情報システム 

本文（略） 

 

宮城県地域防災計画 

本文（略） 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年

４月２７日付保福第

３１号保健福祉部長

通知） 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 
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宮城ＤＭＡＴ調整本部 

保健医療福祉調整本部の指揮の下で、県内で活動する全てのＤＭＡＴを指揮・調整するた

めに、保健医療福祉調整本部内に設置するＤＭＡＴ本部のこと。 

 

【も】 

 

モバイルファーマシー 

本文（略） 

 

【や】 

 

薬剤師チーム 

本文（略） 

 

薬務課 

保健医療福祉調整本部で県災害薬事コーディネーターと連携して、医薬品等の供給及び

薬剤師の派遣調整を行う。 

 

【Ｄ】 

 

ＤＭＡＴ（ディーマット） 

本文（略） 

 

ＤＭＡＴ活動拠点本部 

本文（略） 

 

（削除）（※【さ】の項に移記） 

 

ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部 

航空搬送拠点内のＳＣＵ内に設置されるＤＭＡＴ本部であり、宮城ＤＭＡＴ調整本部の

指揮の下で、ＤＭＡＴ活動拠点本部と連携しながらＳＣＵに参集したＤＭＡＴの指揮・調

整を行う。 

 

 

（新設）（※【Ｄ】の項から移記） 

 

 

 

【も】 

 

モバイルファーマシー 

本文（略） 

 

【や】 

 

薬剤師チーム 

本文（略） 

 

薬務課 

保健医療福祉調整本部で県災害薬事コーディネーターと連携して、医薬品等の供給及び薬

剤師の派遣調整を行う。 

 

【Ｄ】 

 

ＤＭＡＴ（ディーマット） 

本文（略） 

 

ＤＭＡＴ活動拠点本部 

本文（略） 

 

ＤＭＡＴ調整本部 

 

ＤＭＡＴ・ＳＣＵ本部 

航空搬送拠点内のＳＣＵ内に設置されるＤＭＡＴ本部であり、ＤＭＡＴ調整本部の指揮の

下で、ＤＭＡＴ活動拠点本部と連携しながらＳＣＵに参集したＤＭＡＴの指揮・調整を行う。 

 

 

■宮城県保健医療調

整本部設置要綱に基

づく修正（令和５年

４月２７日付保福第

３１号保健福祉部長

通知） 

■令和５年４月付け

大規模災害時医療救

護活動マニュアルに

基づく修正 
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【Ｊ】 

 

ＪＭＡＴ（ジェイマット） 

本文（略） 

 

【Ｓ】 

 

ＳＣＵ（エスシーユー） 

本文（略） 

【Ｊ】 

 

ＪＭＡＴ（ジェイマット） 

本文（略） 

 

【Ｓ】 

 

ＳＣＵ（エスシーユー） 

本文（略） 

 

 

 

 


